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Kornsombut N, Takahashi R, Saito R, 

Nagata R, Ida T, Noiri Y: In Vitro 
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8）大倉直人, Baldeon Gutierrez Rosa Edith, 髙

原信太郎, Gomez Kasimoto Susan Kiara, 枝

並直樹, 井田貴子, 外園真規, 永田量子, 

竹中彰治, 吉羽邦彦, 吉羽永子, 野杁由一

郎: 歯髄創傷治癒および歯髄再生過程にお

けるリン酸トランスポーター(Pit-1)の免
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存学会雑誌, 2024. 
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【機関誌・総説論文】 

１）野杁由一郎：歯内療法の現在とこれから 第
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４）枝並直樹、野杁由一郎：歯内療法の現在と

これから 第 4 回失活した根未完成歯に対

する新たな治療法, 月間保団連 8: 44-47
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【研究費獲得】 
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２）竹中彰治、茂呂寛、清水詩子、山村昌平、
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ション研究‐新発想の感染症治療薬の開発

研究‐，未来社会を牽引するグローバルな

総合知を備えたフロントランナー育成プロ

ジェクト（次世代プロジェクト）研究費，

継続 

 

【招待講演・シンポジウム】 

１）野杁由一郎：口腔ケアロボットの有用性に

関する症例報告，2024 年度にいがた摂食嚥

下障害サポート研究会講演会，新潟，2024

年 12 月 14 日． 

２）野杁由一郎：AI 時代のう蝕予防管理―変わ

り行くアプローチと歯科衛生士としての対

応―，日本歯科衛生学会第 19 回学術大会 

日本歯科保存学会共同企画，オンデマンド，

2024 年 10 月 15 日～29 日，日本歯科衛生学

会雑誌: 19 (1)59 頁，2024． 

３）外園真規、野杁由一郎：In situ デンタル

バイオフィルムモデルを用いたヒトデンタ

ルバイオフィルムの多面的解析，第 38 回日

本バイオフィルム学会学術集会，大阪，2024

年 7 月 27 日，同学術集会プログラム・抄録

集: 19 頁，2024. 

４）竹中彰治：歯とくちの健康づくり講演会，
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５）野杁由一郎：歯とくちの健康づくり講演会，
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６）野杁由一郎：AI 時代・超高齢者時代の保存

治療とは！，徳島大学歯学部同窓会東海支

部学術講演会，名古屋，2024 年６月 16 日， 

2024． 

７）野杁由一郎：在宅高齢者の誤嚥性肺炎を独

自開発の迅速診断キットと口腔細菌血清抗

体価を指標にリスクアセスメントし老化を

予知する，第 24 回日本抗加齢医学会学術大

会シンポジウム，熊本，2024 年６月１日，

同学術集会プログラム・抄録集: 158 頁，

2024． 
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Resources in Practical Oral Health and 
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May-1 June, 2024. 
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Baldeon Gutierrez, Shintaro Takahara, 
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transporters in the dental pulp and 
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Collaborative Symposium on Development 

of Human Resources in Practical Oral 

Health and Treatment, Bangkok, Thailand, 

2024, 31 May-1 June, 2024. 

3) 大倉直人, 吉羽永子, 立川正憲, 中馬吉郎, 

Rosa Edith Baldeon Gutierrez, 髙原信太

郎, Susan Gomez Kasimoto, 井田貴子, 枝

並直樹, 竹中彰治, 野杁由一郎： 各種受容

細胞における P.gingivalis 由来外膜小胞

の取り込み動態解析. 日本歯科保存学会

2024 年度秋期学術大会(161 回), 姫路市, 

2024 年 11 月 21, 22 日, 日本歯科保存学会

学術大会プログラム 150 頁, 2024. 

4) 扇田彩希, 近藤もも香, 大倉直人, 稲垣舞, 

竹中彰治, 橋本彩伽, 万々桜 , 日高萌実, 

立川正憲: マウス血液脳関門 in vitroモデ

ル細胞における歯周病菌由来膜小胞の内在

化過程の可視化. 第 63 回日本薬学会中国

四国支部, 岡山市, 2024年 11月 16, 17日, 

日本薬学会中国四国支部会学術大会プログ

ラム 39 頁, 2024. 

5) 近藤もも香,大倉直人,稲垣舞,竹中彰治,日

高萌実,万々桜,立川正憲: ヒト脳微小血管
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由来ナノ粒子の取り込み動態.第 63 回日本

薬学会中国四国支部, 岡山市, 2024 年 11

月16, 17日, 日本薬学会中国四国支部会学

術大会プログラム 42 頁, 2024. 

6) Rosa Baldeon-Gutierrez, Naoto Ohkura, 
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Ida, Shoji Takenaka, Yuichiro Noiri: 

TRPV1 and ANO1 involved in the acute pain 
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7) 齋藤瑠郁，土門久哲，日吉巧，池田朱里，廣

瀬友靖，砂塚敏明，寺尾豊：非抗菌性エリ

スロマイシン誘導体による免疫調節作用の

解析．第 97 回日本細菌学会総会，札幌，2024

年8月8日，日本細菌学雑誌 79 (2): 209 頁，

2024 

8) 齋藤瑠郁，土門久哲，竹中彰治，野杁由一郎：

免疫調節による新規歯周炎制御法の開発に

向けた非抗菌性マクロライドの探索．第

161回日本歯科保存学会 2024年秋季学術大

会，姫路，2024 年 11 月 21 日． 

9) 永田量子,竹中彰治,外園真規,野杁由一郎： 

デ ン タ ル バ イ オ フ ィ ル ム か ら の

Helicobacter pylori の分離培養法の確立

を目指した研究（第一報）ポリクローナル

抗体結合磁気ビーズ法を用いた H. pylori

の検出. 第 161 回日本歯科保存学会, 姫

路, 2024 年 11 月 21 日~22 日 159 頁. 

10) 井田貴子、枝並直樹、外園真規、竹中彰治、

野 杁 由 一 郎 ：

Epigallocatechin-3-gallate(EGCG)による

マクロファージ極性制御誘導の検討. 第

161 回日本歯科保存学会学術大会、姫路、 

2024 年 11 月 21 日、 日本歯科保存学会学

術大会プログラム・抄録集 105 頁、2024． 

11) 外園 真規、髙𣘺 竜平、井田 貴子、永田 量

子、 Niraya Kornsombut、齋藤  瑠郁、

Jutharat Manuschai、佐藤 大地、竹中 彰

治、野杁 由一郎: 歯肉上皮モデルが in 

situ デンタルバイオフィルム細菌叢に及

ぼす影響. 第 38 回日本バイオフィルム学

会学術集会，大阪，2024 年 7 月 27 日，同

学術集会プログラム・抄録集: 27 頁，2024 

12) Jutharat Manuschai、外園 真規、竹中 彰

治、Niraya Kornsombut、髙𣘺 竜平、齋藤 瑠

郁、永田 量子、井田 貴子、野杁 由一郎: 

The effect of silver diamine fluoride 

combined with potassium iodide against 

cariogenic biofilm formation: In vitro. 

2024 年度春季大会（第 160 回），仙台，2024

年 5 月 16 日. 第 160 回日本歯科保存学会

学術大会プログラム・抄録集 41 頁, 2024 

13) 外園 真規、髙𣘺 竜平、井田 貴子、永田 量

子、 Niraya Kornsombut、齋藤  瑠郁、

Jutharat Manuschai、佐藤 大地、竹中 彰

治、野杁 由一郎: デンタルバイオフィルム

‐宿主間の相互作用の解明. 2024 年度秋季

学術大会(第 161 回) , 姫路，2024 年 11 月

21 日，第 161 回日本歯科保存学会学術大会

プログラム・抄録集 44 頁，2024.  

14）Niraya Kornsombut, 竹中彰治，外園真規，

Jutharat Manuschai ， 野 杁 由 一 郎 ：

Antibiofilm properties and 

demineralization suppression in early 

enamel lesions using dental coating 

materials．第 57 回新潟歯学会総会，新潟，

2024 年 4 月 13 日，新潟歯学会雑誌 54(1)，

2024，58 頁，2024 

15）Rosa Baldeon-Gutierrez1, 大倉直人，吉羽

永子，髙原信太郎，Susan Gomez-Kasimoto，
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枝並直樹，井田貴子，竹中彰治，吉羽邦彦，

野杁由一郎：Wound healing process after 

pulpotomy in the pulp tissue of Diabetes 

Mellitus model rats．第 57 回新潟歯学会
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38 回日本バイオフィルム学会学術集会, 

トラベルアワード，2024 年 7 月 27 日
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